
今や多くの診療機関で、⿇酔科が産科と協働して産科⿇酔
を担うようになりました。その⼀⽅で、無痛（⿇酔）分娩
だけでなく帝王切開の⿇酔さえも⿇酔科医師が常駐しない
状況があります。今後の⽇本でお産の集約化は果たして達
成されるのでしょうか。そして、少⼦⾼齢化の現代におけ
る理想的な産科⿇酔の姿とはいかに。私たちの多くの疑問
に応えるべく、産科⿇酔の周辺と患者の安全確保に向けて
の醍醐味を、知将・⾓倉弘⾏先⽣にご教⽰いただきます。

2021年3⽉5⽇（⾦）
東京時間夜21時-22時

⽅法：ZOOM
Ikyoku.ac@twmu.ac.jpまで

事前登録おねがいします
演者：⾓倉弘⾏先⽣

産科⿇酔科医の視点から

東京⼥⼦医⼤⿇酔科
グランドラウンド

Anesthesia Grand Rounds at TWMU

順天堂⼤学⿇酔科学講座・教授Hiroyuki Sumikura,
MD., Ph.D.

〜現状を鑑みて〜

演者予告：2020年3⽉2020年⼩児⿇酔と薬物動態について
Charlie Coté先⽣（⽶国ハーバード⼤学MGH⿇酔科名誉教授）
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